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ホーム ＞ 市⺠レポーター ＞ 冬の彩翔亭 ロウバイもほころび始めてました

冬の彩翔亭 ロウバイもほころび始めてました

彩翔亭のご紹介も４回⽬、真「冬」の今回
で、四季シリ－ズの完結となります。

訪問したのは、１⽉１０⽇。

寒いこの時期に「ロウバイ」が咲いていました。

亭内には数本しかないのですが、静かに春へ
の希望を主張しているようにもみえました、ほ
のかな⾹りとともに。

市⺠レポ－タ－ 地産地消 

彩翔亭は、５０ヘクタ－ルもある広
⼤な航空記念公園の⼀⾓にありま
す。

ウオ－キングコ－スに沿って、気持ち
よく歩いていると、コ－スから少し外れ
たところにあります。

探しながら歩くのも楽しみかもしれま
せん。

所沢航空記念公園は、明治４４年
４⽉につくられた⽇本初の⾶⾏場が
前⾝です。

直後の４⽉５⽇に、徳川⼤尉が操
縦するアンリ・フォルマン機が、この滑
⾛路を⾶び⽴ちました。

いまは「枕床園」、公園の⼀部です。

⼤正８年、フランス陸軍のフォ－ル⼤
佐が航空教育のために来⽇、約１
９カ⽉間、この⾶⾏場で航空技術の
指導に当たり、我が国の航空の発展
に貢献しました。
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